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ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／ガ：ガラス、せともの 
雑：雑誌、チラシ／新：新聞紙／ペ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ 

　秋の風物詩ともいえる萌の里
のコスモス。今年は８月下旬に
咲き出し、９月半ばには満開を
迎えました。いつもよりかなり
早かったようです。暑かったか
らでしょうか…？ 竹 

 

10月１日は法の日です 

労働保険・土地活用 

交通安全の集い・子ども食育まつり 

おひさま通信 

シリーズ防災（№24竜巻、突風災害②） 

ホッとＮＥＷＳ 

いのちの教育 

今月の情報【10月号】 
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News & Topics

後期高齢者医療制度が始まります 

印鑑登録と印鑑証明書 

むらのわだいむらのわだい むらのわだい 
秋季道路品評会、軟式野球夏季大会、西原村夏祭り 
第49回熊日金婚夫婦表彰式、第62回熊本県民体育祭 
坂田前教育委員表彰、熊大フィルオーケストラ演奏会 
全国消防救助技術大会（水上の部） 

曜日 備考 行事／暦 
10　月 

11　月　　　　　 

日 

西原村の今月の行事は、下記のようになっています。 
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むらの月暦 
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11
村県民税第３期納期限 

国民健康保険税第６期納期限 
介護保険料第４期納期限 

秋の行政相談週間 
10月15日～21日 

秋季全国火災予防運動 
11月9日～15日 

 
献血（役場・ナカヤマ精密㈱） 
 
 
 
にしはら女性元気セミナー（改善センター） 
にしはら保育園運動会 
 
母子手帳発行ｐｍ 
ＥＭ配布日　 
 
 
子ども食育まつり（改善センター） 
 
 
行政相談日（のぎく荘）　ポリオ接種（改善センター） 
 
 
 
ＥＭ配布日　熊本県人権教育研究大会（上天草市） 
収穫祭（滝交流農園） 
母子手帳発行ｐｍ 
 
寿生大学 
ひよこ学級ｐｍ（改善センター） 
 
熊本県人権子ども集会　消防大会（高遊原南消防組合） 
西原村スポーツフェスティバル 
 
ＥＭ配布日 　 
１歳６ヶ月健診（改善センター）　就学時健康診断（山西小） 
 
 
 
 
 
全国育樹祭（阿蘇市） 
 
 
 
就学時健康診断（河原小） 

村の人口 
世帯数 

男 

女 

計 

2,201世帯 

3,266人 

3,444人 

6,710人 

＋10 

+7 

+14 

+21

平成19年８月末現在 

お誕生おめでとうございます。 

男 

男 

男 

女 

男 

H19.8.19 

H19.8.20 

H19.8.29 

H19.8.31 

H19.9.11

小栗　一利（84） 

　　ハツヨ（86） 

奥野　　毅（92） 

原田キサ子（98） 

日置チヨノ（93） 

藤川　　清（68） 

源　サダヲ（88） 

吉住　壽ト（99） 

　元　勝巳（88） 

故人名（年齢） 
小栗ミツ子 

松下　弘幸 

奥野　　喜 

原田　忠勝 

日置　清忠 

藤川　元子 

源　　秀光 

吉住　義信 

　元フミコ 

遺族氏名 
上布田 

土　林 

風　当 

下小森 

古　閑 

万　徳 

万　徳 

門　出 

出ノ口 

地区名 

青木　博文 

甲斐　基之 

白坂　裕司 

大島　　誠 

近藤　　智 

小　野 

桑　鶴 

門　出 

前　鶴 

田　中 

出生児名 性別 生年月日 保護者 地区名 

青木　瑠衣 
い る あお き 

甲斐　道大 
みち はる か い 

白坂　直大 
と まな しら さか 

大島めぐみ 
おお しま 

近藤　啓太 
けい た こん どう 

平成19年９月18日現在 

平成19年９月18日現在 

体育の日 

文化の日 
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後期高齢者医療制度が始まります 後期高齢者医療制度が始まります 後期高齢者医療制度が始まります 
平成20年４月から 平成20年４月から 平成20年４月から 

   

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
新
し
い
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
「
老
人
保
健
制
度
」

で
医
療
を
受
け
て
い
た
人
は
、
新
た

に
独
立
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
老
人
医
療
費
を
中

心
に
国
民
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
の
負
担
を
明
確

に
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度

と
す
る
た
め
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
を
対
象
と
し
て
創
設
さ
れ
る
も

の
で
す
。 

 

◆
広
域
連
合 

　
都
道
府
県
ご
と
に
区
域
内
の
全
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
広
域
連

合
」）
が
運
営
主
体
と
な
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

◆
市
町
村
と
広
域
連
合
の 

　
役
割 

　
市
町
村
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
事
務
の
う
ち
、
保
険
料
の
徴
収
、

被
保
険
者
か
ら
の
申
請
や
届
出
の
受

付
、
保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の
窓
口

業
務
を
行
い
ま
す
。 

　
広
域
連
合
は
、
保
険
料
の
決
定
や

財
政
運
営
、
医
療
を
受
け
た
と
き
の

給
付
な
ど
、
制
度
の
運
営
全
般
を
行

い
ま
す
。 

   

◆
対
象
者
（
被
保
険
者
） 

　
熊
本
県
内
に
住
所
を
有
す
る 

①
75
歳
以
上
の
人
（
75
歳
の
誕
生
日

か
ら
） 

②
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
寝
た
き
り

等
の
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
（
広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
） 

 

◆
保
険
証 

　
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
交
付
し

ま
す
。 

 

◆
医
療
を
受
け
る
と
き
の 

　
一
部
負
担 

　
今
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様

に
、
１
割
（
現
役
並
み
所
得
者
は
３

割
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

      

◆
保
険
料 

　
保
険
料
率
は
原
則
と
し
て
県
内
均

一
と
な
り
ま
す
。 

　
保
険
料
の
納
め
方
は
、
介
護
保
険

と
同
様
に
、「
特
別
徴
収
」
と
「
普
通

徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。 

※
保
険
料
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
平

成
20
年
１
月
号
に
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
で 

　
受
け
ら
れ
る
主
な
給
付 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
の

給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

①
療
養
の
給
付
（
病
気
や
け
が
の
治

療
を
受
け
た
と
き
） 

②
入
院
時
食
事
療
養
費
（
入
院
し
た

と
き
の
食
事
代
） 

③
入
院
時
生
活
療
養
費
（
療
養
病
床

に
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
・
居

住
費
） 

④
高
額
療
養
費
（
１
ヶ
月
に
支
払
っ

た
自
己
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
） 

⑤
高
額
介
護
合
算
療
養
費
（
１
年
間

に
支
払
っ
た
自
己
負
担
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
） 

⑥
訪
問
看
護
療
養
費
（
医
師
の
指
示

で
訪
問
看
護
を
利
用
し
た
と
き
） 

⑦
療
養
費
（
や
む
を
え
ず
全
額
自
己

負
担
し
た
と
き
） 

⑧
葬
祭
費
（
被
保
険
者
が
死
亡
し
た

と
き
） 

 

　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.k
u
m
a
m
o
to
-

ko
u
ikire

n
g
o
.jp
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る

ご
意
見
等
は
電
話
又
は
メ
ー
ル
に
て

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

ko
u
kiko

u
re
isya

@
ku
m
a
m
o
to
- 

ko
u
iki.jp

 

【
問
合
せ
先
】  

役
場
住
民
課
老
人
医
療
係 

　
　
２
７
９
‐
３
１
１
３ 

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

　
　
０
９
６
‐
３
６
８
‐
６
５
１
１ 

制
度
の
し
く
み 

制
度
の
し
く
み 

制
度
の
主
な
内
容 

制
度
の
主
な
内
容 
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　昨年に続いて８月25日、西原村商工会青
年部主催による西原村夏祭りが阿蘇ミルク
牧場で開催されました。今年も激しい夕立
に見舞われ、約30分遅れで祭りがスタート。
西原子ども夢運太鼓の演奏でステージの幕
が開け、大津町商工会青年部の肥後にわか
やにしはら保育園年長児による踊りなどが
披露され、会場を沸かせていました。 
　また、地域の方々手づくりの焼きそばや
かき氷などの飲食販売やゲームの出店が立
ちならび、大勢の来場者でにぎわいました。
最後は花火が打ち上げられ、訪れた人々は
夏の夜空を彩る花火をうっとりと見上げて
いました。 

▲  

審
査
の
様
子 

あつい夏を盛り上げる 

　熊本市の最高気温が36.3℃とこの日の全国
最高を記録し、真夏並みの猛暑となった９月
18日、村内の村道・県道を対象とする秋季道
路品評会が実施されました。品評会前の週末は、
きびしい残暑のなか、住民の方が清掃作業に
汗を流される姿が各地区で見かけられました。 
　今回は、春季・秋季道路品評会の総合審査
結果を発表します。結果は次のとおりです。 

（等級、点数、地区名の順） 
 
【村道の部】 
優　等　2,096点　医王寺 
　〃　　2,062点　小野 
１　等　1,981点　葛目 
　〃　　1,950点　宮山 
　〃　　1,932点　出の口 
　〃　　1,931点　上鳥子 
２　等　1,889点　多々良 
　〃　　1,870点　滝 
　〃　　1,827点　布田 
　〃　　1,792点　下古閑 
　〃　　1,736点　小園 
　〃　　1,723点　大切畑 

【県道の部】 
優　等　1,990点　布田 
１　等　1,845点　上鳥子 
　〃　　1,836点　葛目 
２　等　1,792点　多々良 
　〃　　1,773点　日向 
　〃　　1,764点　小園 
　〃　　1,763点　下小森 

秋季道路品評会 

平成19年度道路品評会結果 

▲ 

村
道
の
部
優
等
の
医
王
寺 

地
区
の
清
掃
作
業 

　８月20日から31日にかけて、西原村軟式野球連盟主催の軟
式野球夏季大会が村民グラウンドで開催されました。大会には
今年度新たに誕生した２チームの参加もあり、村内から13チー
ムが参加して連夜白熱した試合を繰り広げました。 
　そして決勝戦では、前回の春季大会優勝チームの「天龍」と
「レッズ」が対戦し、４対０で打ち勝った「天龍」が、２大会
連続優勝を果たしました。また、10月下旬から11月上旬にか
けては秋季大会が予定されています。 

▲ 

優
勝
し
た
天
龍
チ
ー
ム 

軟式野球夏季大会 
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　晴天が広がった９月５日、結婚50年を迎える
夫婦をたたえる第49回熊日金婚夫婦表彰式が、
構造改善センターで開催されました。式では、
昭和32年に結婚し、金婚を迎えられた村内の夫
婦15組に、表彰状と記念品が贈られました。そ
して、加藤義明村長から「現在の村の発展があ
るのは皆さんのおかげです。金婚を通過点にさ
らにご健勝でダイヤモンド婚を目指されてくだ
さい。」と祝辞がありました。 
　また、受賞者代表の吉住義信さん（門出）が、
「50年は充実した歳月でした。これを節目とし
て心新たに絆を大切にして、健康に注意しなが
らより明るい社会であるよう夫婦ともども努め
ていきます。」と謝辞を述べられました。金婚お
めでとうございます。 

人生苦楽をともに50年 

久保田 嘉滿・チマ子 
（古　閑） 

日置 正利・津榮子 
（上鳥子） 

日置 爲成・紀子 
（上鳥子） 

松永 　男・ハル子 
（小　園） 

塚元 光利・ツイ子 
（下小森） 

松岡 誠一・トシ子 
（下小森） 

野口 利勝・ヨシ子 
（宮　山） 

岡本 修一・トシ子 
（宮　山） 

森上 誠士・美和子 
（田　中） 

吉住 義信・アヤ子 
（門　出） 

中村 透・眸 
（門　出） 

東 留雄・ヒサ子 
（星　田） 

緒方 國秋・ハルミ 
（滝） 

松本 進・シヅメ 
（猿　帰） 

秋吉 　輔・三　子 
（灰　床） 

金婚夫婦のご紹介 
行政区順（敬称略） 



　８月20日、毎年夏休みを利用して河原小学校で合宿を行って

いる熊本大学フィルハーモニーオーケストラによる演奏会が、

今年も同校体育館で開催されました。 

　吉永誠吾 同大学教育学部教授の指揮により、歌劇「カルメン」

より前奏曲や交響曲「運命」より第一楽章といった７曲の演奏

があり、聴衆はオーケストラの生演奏に聴き入っていました。

また、演奏の合間にはクイズや楽器紹介もあり、実際に楽器を

弾いたり吹いたりすることもできました。熊大フィルはこのあ

と阿蘇、菊池、山鹿地域の小・中学校などで巡回公演を行って

いくとのことでした。 

▲  

２
位
入
賞
の
田
村
さ
ん 

オーケストラ演奏会 

　西原村教育委員として多年にわたり活躍され、平成19年２月

22日をもって退任された坂田　瞋さん（下小森）が、５月に開

催された平成19年度全国市町村教育委員会連合会総会において

表彰されました。 

　坂田さんは、平成７年２月に教育委員に任命され、３期12年（そ

の内教育委員長２年３ヶ月）の永きにわたり在職され、当村の教

育行政の発展にご尽力いただきました。この功績が高く評価され、

今回の表彰となりました。おめでとうございます。 

▲  

表
彰
さ
れ
た
坂
田
さ
ん 

元教育委員 坂田　瞋さん 

第62回熊本県民体育祭 
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　９月15、16日の２

日間にわたり、宇城市

において第62回熊本県

民体育祭が開催されま

した。村内からは４つ

の競技に12人の選手が

阿蘇郡市代表として出

場し、熱戦を繰り広げました。そして、陸上競技60代

3000ｍに出場した田村勝春さん（星ヶ丘）が２年連続で

見事2位に輝きました。出場者は次のとおりです。 

陸上　60代 3000ｍ　田村勝春 〈２位入賞〉 
　　　30代 3000ｍ　岩木憲一 
　　　20代 5000ｍ　古庄孝基 
　　　20代 200ｍ　　山下圭介 
銃剣道　　　源秀光　堀田由隆　荒木昭一 
ボウリング　南利孝文　南利富子　秋吉蘭子 
バドミントン　永野知一　山下幸之助 

大会出場者（敬称略） 

▲ 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会 

印鑑登録と印鑑証明書 印鑑登録と印鑑証明書 

福岡雄樹副士長（高遊原南消防署） 　８月22日、東京都の東京辰巳国際水泳場で第36回全国消
防救助技術大会（水上の部）が開催されました。この大会に
西原村を管轄する高遊原南消防署から、日置啓一さん（上鳥
子）、福岡雄樹さん、西岡治彦さん、松本卓実さん（いずれ
も益城町）が複合検索、水中検索救助の２種目にそれぞれ出
場しました。選手たちは、６月に阿蘇市で行われた熊本県大
会、そして７月に福岡県北九州市で行われた九州地区指導会
で、優秀な成績を納めて全国大会への切符を手にしました。 
　全国大会の水中検索救助では、昨年の覇者というプレッシ
ャーの中、惜しくも連覇は逃したものの上位入賞を果たしま
した。また複合検索に出場した福岡副士長と西岡副士長は、
県大会、九州指導会で上位を独占して大会に臨み、訓練の成
果を発揮。福岡副士長は初の全国制覇を成し遂げました。 

▲全国大会常連の高遊原南消防チーム 
（左から日置さん・松本さん・西岡さん・福岡さん） 
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Q

A

どんな人が印鑑登録できるの？ 

・西原村に住民登録している方 
・西原村に外国人登録している方 
※ただし、15歳未満・成年被後見人及
び意思能力のない方は登録できません。 

Q

A

手数料はいくらかかるの？ 

・新規登録　　　無料 
・印鑑証明書　　３００円（１通） 
・再登録　　　　６００円 

A 　再登録の手続きを行います。本人が
実印と身分証明書を持参してください。 

Q

A

印鑑登録証を忘れても印鑑証明書は 
発行できるの？ 

Q 印鑑登録証をなくしたときは 
どうすればいいの？ 

　印鑑登録証がないと証明書は発行できません。
また、登録した印鑑を持参されても発行できません。 
　代理人が請求される場合は、印鑑登録証を預か
ってきてください。 

　手続等についてご不明な
点はお気軽にお問い合わせ
下さい。 
【問合せ先】 
　役場住民課 住民係　 
　　　　　　279‐3113

Q

A

本人が登録申請するときに必要なものは？ 

・登録したい印鑑（シャチハタ印不可） 
・身分証明書（官公署発行で、顔写真がついたもの） 
　例：運転免許証・パスポート・外国人登録証明書・住民基本台帳カードなど 
※身分証明書がない場合は、ご自宅へ照会書を送付し確認するか、西原村で印鑑登録されている
方に保証人になっていただき、登録することになります。 

Q

A

代理人が登録申請するときはどうすればいいの？ 

申請には１週間ほどかかります。 
①役場住民課窓口より「代理人選任届」をとりよせる 
　代理人選任届は、すべて登録されるご本人が記入してください。 
②「代理人選任届」を提出する 
　受付後、役場より本人の所在地に「照会書」を書留郵便で送ります。 
　確認が取れない場合は登録できません。 
③印鑑登録証受け取る 
　本人が記入した「照会書（回答書）」、登録したい印鑑、代理人の印鑑・身分証明書を持参して
ください。 

Q

A

印鑑登録の手続きはどうすれば 
いいの？ 
　印鑑登録は、本人が窓口に来て申請
することが原則となっています。 
　ただし、本人が病気ややむを得ない
理由があるときに限り代理人による申
請方法もあります。 
　登録することができる印鑑は、１人
１個に限ります。 

手続きの疑問にお答えします！Ｑ＆Ａ 

印鑑登録と印鑑証明書 印鑑登録と印鑑証明書 印鑑登録と印鑑証明書 
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　総務省の行政相談では、「道路の段差を改善しても

らいたい」「行政の処理に納得いかない」など、国民

からの苦情や意見を聞き、その解決や実現を促進す

るとともに、行政運営の改善を図っています。 

　西原村でも次のとおり相談所を開設します。あな

たの行政に対する苦情、疑問、ご意見をお聞かせく

ださい。秘密は固く守られます。どうぞお気軽にお

越しください。 

相談日時：10月16日（火） 
　　　　　午前９時～正午 

場　所　地域福祉センター（のぎく荘） 
対応者　行政相談委員　荒木　昭一 
※平素の電話相談は荒木まで　　279‐2418

10月15日（月）～21日（日） 

◆
法
の
日
と
は
？ 

　
人
々
が
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

個
人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
個
人
個
人
の

言
論
や
行
動
が
無
制
限
に
許
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
ぜ
な
ら
、
個
々
人
は
同
じ
よ
う
に
尊

重
さ
れ
る
べ
き
自
由
を
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
由
が
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
法
は
、

個
人
と
個
人
と
の
自
由
の
調
和
を
図
っ
て
、

安
定
し
た
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す

る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
法
は
、
国
に
対
し
、
法
に
従
っ

て
権
限
を
行
使
す
る
よ
う
に
命
じ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
に
よ
る
権
限
行
使
が
適
正

な
内
容
と
手
続
の
下
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

し
、
国
民
の
権
利
を
守
る
と
い
う
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
「
法
の
日
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、

法
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
機
会
に
、

法
や
裁
判
の
問
題
を
皆
さ
ん
自
身
の
問
題

と
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

◆
裁
判
員
制
度
へ
の
取
組
み
は
？ 

　
さ
て
、
国
民
が
刑
事
裁
判
手
続
に
参
加

す
る
裁
判
員
制
度
が
平
成
21
年
５
月
ま
で

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
裁
判
所
で
は
こ
れ
ま
で
も
全
国
各
地
で

模
擬
裁
判
を
行
い
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
分

か
り
や
す
い
裁
判
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
５
月
に
は
、
よ
り
現
実
に
近
い
形

で
国
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
模
擬
裁
判
を

行
う
た
め
、
裁
判
員
を
選
任
す
る
模
擬
手

続
を
本
格
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
裁
判
員

制
度
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
今
年
６
月
に
は
最
高
裁
判
所
規

則
を
制
定
し
、
裁
判
員
制
度
の
具
体
的
な

手
続
等
が
定
ま
る
な
ど
、
裁
判
員
制
度
の

実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が

今
後
も
さ
ら
に

国
民
の
皆
さ
ん

が
不
安
な
く
裁

判
員
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
十

分
な
検
討
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。 

 

◆
裁
判
員
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い

と
き
は
？ 

　
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及
び
弁
護

士
会
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を

「
法
の
日
」
週
間
と
し
、
毎
年
全
国
で
講

演
会
な
ど
各
種
の
行
事
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
も
そ
の
一
環
と
し
て
全
国
各

地
で
模
擬
裁
判
や
模
擬
評
議
体
験
な
ど
裁

判
員
制
度
に
関
す
る
様
々
な
催
し
を
行
う

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

　
裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、 

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

http
://w

w
w
.saib

anin.co
urts.g

o
.jp
/

各
地
の
裁
判
所
で
の
催
し
の
案
内
に
つ
い

て
は
、 

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

h
ttp
://w

w
w
.c
o
u
rts.g

o
.jp
/ 

で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

10
月
１
日
は

月
１
日
は「
法
「
法
の
日
」
日
」で
す
で
す 
10
月
１
日
は

月
１
日
は「
法
「
法
の
日
」
日
」で
す
で
す 
10
月
１
日
は「
法
の
日
」で
す 

裁
判
員
制
度
実
施
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
み
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ご
存
じ
で
す
か
？
10
月
は
土
地
月
間
、
10
月
１
日
は
十
と
一

『
土
』
で
土
地
の
日
で
す
。
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い

て
の
４
つ
の
「
基
本
理
念
」
を
定
め
て
い
ま
す
。 

１
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す 

　
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ

る
土
地
。
自
分
の
土
地
で
あ
っ

て
も
、
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て

は
周
辺
地
域
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
土
地
は
公
共
性
の

強
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
利
用

に
は
公
共
の
福
祉
を
優
先
す
る

こ
と
に
よ
る
制
限
や
負
担
が
必

要
で
す
。 

２
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用

が
大
切
で
す 

　
土
地
利
用
は
、
そ
の
土
地
だ

け
で
な
く
、
周
囲
の
地
域
全
体

も
考
え
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
活

用
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

ま
す
。
「
都
市
計
画
」
な
ど
土

地
利
用
に
つ
い
て
の
計
画
を
定

め
、
計
画
に
適
合
し
た
利
用
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

３
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け

ま
せ
ん 

　
土
地
を
投
機
の
対
象
と
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
価
格
の
異
常

な
上
昇
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、

利
用
さ
れ
な
い
ま
ま
の
土
地
も

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
本
当
に

土
地
を
必
要
と
す
る
人
が
、
正

常
な
取
引
価
格
で
取
得
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

４
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担

が
求
め
ら
れ
ま
す 

　
新
し
い
道
路
の
開
通
や
新
駅

の
開
業
な
ど
の
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
、
外
部
の
要
因
に
よ
っ

て
土
地
の
価
格
が
上
昇
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
周
辺
状
況
の
変

化
に
よ
っ
て
土
地
の
価
格
が
増

大
し
得
ら
れ
る
利
益
は
、
公
平

性
の
確
保
の
た
め
に
も
受
け
る

利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
、
土
地
の
有
効
利
用
を
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。 

　
一
定
の
面
積
以
上
の
土
地
を

売
買
等
し
た
と
き
は
、
契
約
後

に
権
利
取
得
者
（
買
主
）
が
届

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

■
届
出
の
必
要
な
取
引 

　
売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、

譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
等 

■
届
出
期
限 

　
契
約
（
予
約
を
含
む
）
締
結

日
か
ら
２
週
間
以
内
（
締
結
日

を
含
み
ま
す
） 

■
届
出
窓
口 

　
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の

国
土
利
用
計
画
法
担
当
課 

【
問
合
せ
先
】
役
場
総
務
課 

　
　
２
７
９
‐
３
１
１
１ 

事
業
主
の
皆
さ
ん
、「
労
働

保
険
」
の
加
入
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。 

　「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保

険
と
雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称

で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度

で
す
。 

　
こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の

種
類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農

林
水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
保
険
関
係
成
立
手
続

き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
卸
売
・
小
売

業
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）、

飲
食
店
等
を
中
心
に
、
か
な
り
の

未
手
続
事
業
場
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働

省
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
労
働
保

険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
て
、

労
働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
労
働
者
の
方
が
業
務
上
の
事
由

又
は
通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
不

幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要

な
労
災
保
険
給
付
が
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
リ
ス

ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た

場
合
の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
に

お
け
る
育
児
及
び
介
護
休
業
中
の

給
付
等
が
速
や
か
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
早
め
に
保
険
関
係
成
立
の

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

　
な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
各
種

助
成
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
及
び
保
険
関
係
成
立
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）
も
し
く
は
、
熊
本

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】  

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室 

　
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
２ 

公
共
職
業
安
定
所
上
益
城
出
張
所 

　
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７ 

10
月
は
労
働
保
険

月
は
労
働
保
険 

適
用
促
進
月
間
で
す

適
用
促
進
月
間
で
す 
10
月
は
労
働
保
険 

適
用
促
進
月
間
で
す 

届出の必要な土地の面積 

都市計画 
区域 

市街化区域 

区　域 

都市計画区域外 

届出対象面積 

2,000㎡以上 

5,000㎡以上 

10,000㎡以上 

上記以外の 
区域 
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日時：10月13日（土）9：30～13：00 
場所：構造改善センター（大研修室＆調理室） 
☆スタンプラリー受付　 
 各コーナーのスタンプを集めると景品をプレゼント！ 
①「学んで遊ぼう」コーナー 
　朝ごはん、食品カード、骨の模型などを展示。豆運
びゲームや添加物の実験もあるよ！その他… 
②「チャレンジ」コーナー（10：00～11：30） 
 竹のお椀やお箸を作って、だご汁を食べよう！  
③「絵本」コーナー 
 いろいろな絵本の紹介や読み聞かせのコーナー 
④「小さな八百屋さん」コーナー 
 買い物をしてみよう！からいも・トマト・ナス・キ
ュウリなどの野菜の販売。ふかし芋もあるよ～！ 
⑤「ポカポカ」コーナー 
 あやとり、おじゃめ、ミサンガ編み、おはじき、ゲ
ームなど…自由に遊ぼう！ 
☆親子食育料理教室（9：30～12：00）小学生対象 
 手作りソーセージやゴボウのサラダなど、料理を作
って一緒に食べよう。（※事前申込みが必要） 

【申込み・問合せ先】役場総務課 総務係　　279‐3111

第24回 第24回 

　社会保険事務所などの職員を装った
不審電話が全国的に多発しています。
職員を装い、｢お金を払わないと年金
が止まる｣といった内容の不審電話が
多発しており、他県においては、類似
した不審電話により被害が発生してお
ります。 

≪注意!!≫ 
 社会保険事務所の職員が、ＡＴＭの
操作及びフリーダイヤルへの電話の指
示をすることはありません。不審に思
われた場合は、必ず、最寄りの社会保
険事務所へ内容確認のお問い合わせを
お願いします。 

　村内の女性の皆さんが企画した文化祭です。
家族みんなで憩いのひと時…一人でふらっと
息抜きに…誰もが気軽に秋の一日をお過ごし
ください。入場無料です。 
日時　10月28日（日）11：00～17：00 

開催場所　文化創造館風流（袴野）  
催し　11：30～絵本のよみきかせ 

14：00～小さな森のこども園園長先生 
　　　　  による絵本のよみきかせ 
15：00～ゆう子ママによるミニコンサート 

１コインワークショップ 
　アロマグッズづくり、エコクラフトバッグ
づくり、きんちゃく・バネポーチづくり、デ
コパージュ制作、数珠玉おじゃめづくり、キ
ッズネイル　 

その他 
 アロマグッズ（ハンドマッサージ等の体験）、
ビーズアクセサリー、木工作品、ネイルアート、
ハンドメイドの雑貨や小物などの展示販売や
色々な体験もあります。 

不審電話に 
ご注意!

不審電話に 
ご注意!

不審電話に 
ご注意!

不審電話に 
ご注意!

【問合せ先】　熊本東社会保険事務所 
096‐367‐8144

【問合せ先】文化創造館風流　　279‐4444【問合せ先】役場住民課健康福祉係　　279‐4397

かざる 
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子育て支援室 

　朝夕は涼しくなり、秋の風が心地よい季節となりました。各地では運動会などのイベントが
行われ、家族で参加される方も多いと思います。運動の秋でもありますので、親子で楽しく体
を動かしましょう。 
 また、秋の行楽シーズンですので出かけられるには一番良い季節ですが、週末になると交通
量もかなり増えると思われますので、交通事故等には十分気をつけられて下さい。 

○コスモス・栗・きのこの制作 

○リズムあそび 

　竜巻は積乱雲や積雲に伴って発生します。積乱
雲は、雲の中に強い上昇気流を伴っています。強
い上昇気流が何らかの原因で回転すると竜巻が
発生しやすくなります。 

備えあれば… 

No 24【竜巻、突風災害②】 

【問合せ先】 総務課 防災係　　279-3111

自分自身の防災力を高めましょう。 

～竜巻からの身の守り方～ 

竜巻はなぜおこる？ 

■屋内にいる場合 
●窓を開けず、離れる。 
●シャッターや雨戸を閉
めカーテンを引く。 
●ドアや外壁から離れ、
建物の最下階に移動。
また建物の中心部に近
い、窓のない部屋へ移
動し、頑丈な机の下に
入り、頭と首を守る。 

■屋外にいる場合 
●車庫、物置、プレハブ　
等に避難しない。 

●橋や陸橋下に行かない。 
●近くの頑丈な建物に避
難する。ない場合は水
路やくぼみに身を伏せ、
頭と首を守る。 
●飛来物に注意する。 

にしはら保育園子育て支援センター 

2009年 

　裁判員制度とは、国民のみなさ
んに裁判員として刑事裁判に参加
してもらい、裁判員と裁判官が１
つのチームになって、被告人が有
罪かどうか、有罪の場合どのよう
な刑にするかを一緒に話し合って
決めてもらう制度です。 
Ｑ：裁判員には日当や交通費は支払われますか？ 
Ａ：支払われます。具体的な金額については今後決ま
ります。 
Ｑ：裁判員候補者として裁判所から呼ばれる可能性は
どのくらいですか？ 
Ａ：平成17年の裁判員制度の対象となる事件は、熊
本県内で36件でした。 
熊本県で選挙権を持っている人の数が1,491,480
人（平成17年９月現在）ですので、仮に１事件に
つき裁判員候補者として50人から100人が呼ばれる
とすると、１年間で約400人から800人に１人が裁
判員候補者として呼ばれることになります。 
裁判員制度に関する詳しい情報は、 
HPアドレス　http://www.saibanin.courts.go.jp/ 

熊本地方裁判所 

裁判員制度 
今月のQ＆A

　折り紙や画用紙などの素材を使って製作遊び
を楽しみました。クレヨンでお絵かきしたり、のり
づけを手伝ってくれて、壁面に飾りつけしました。
部屋が秋一色になりました。 

　毎週火曜日の３週にわたって11時から40分
間ほどリズム遊びを行いました。 
 体操、ボール遊び、ジャンプ遊び、手遊びなど、
たくさんの運動遊びを親子で体を動かして楽し
みました。２、３才児さんは、笑顔一杯で参加して
くれて本当によかったです。参加ありがとうござ
いました。 

　９月18日より平日は毎日開放しています。 
活動日程　月・火・水・木・金曜日 

9：00～14：00
室内活動、園庭開放 
外あそび、絵本の読み聞かせ 
育児相談（事務所で受付） 

　保育園では一時保育も行っています（１日
2,000円）。お気軽にご利用下さい。 
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す
ね
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中村奈那美 ちゃん 
なかむら な な み 

全宏さん･恵美さん(布田)

かわいい女の子に育ちますよ
うに！ 

茂美さん・由美子さん(万徳)

ねおお兄ちゃん、まひろくん 
れいなといっぱい遊んでね。 

塚本　玲奈 ちゃん 
つかもと れい な 

いつもニコニコ小菜々ちゃん。ななち
ゃん、あっくんといっぱい遊んでね♪ 

竹内小菜々 ちゃん 
たけうち こ な な  

一朗さん・玲子さん(化粧塚)

山口　晴郁 ちゃん 
やまぐち はる か 

みなさん、こんにちは！ 
　西原村に来てからの１ヶ月は、とてもすばらしい毎日でした。た
くさんの方にお会いでき、みなさんとても親切でいろいろと助けて
もらいました。おかげで楽しい１ヶ月を過ごしてきました。 
　３校の小中学校と英会話教室での英語の授業で、毎日全力を尽く
し忙しい日々を送っています。生徒・児童のみんなはとても良く、
みんな一生懸命勉強をしています。私もこれから一生懸命みなさん
に英語を教えていきたいと思います。たった１ヶ月でさえ、みんな
の上達が見られるのは楽しみです。 
　また、（この夏は）バーベキューや夏祭りも楽しみました。夏祭
りの準備等に携わられた方々のご尽力に感謝します。来月も楽しい
月にしましょう！ 
　次回まで…　　　じゃあ、また！　　　　　　　ジェイ ペナー 

河上 聖子 

　西原の皆さん、こんにち
は。そちらはまだ暑いです
か？今週は晴れの日が多く
気温も22.3度と、少し夏ら
しさが戻ってきました！本
当に天気に関しては予測不
可能な国です！ 
　こちらのバス及び地下鉄
には、クーラーというもの

がありません…。窓を開けていても込み合った車内は耐
え難い暑さです。 
　そんな地下鉄は、先週大きなストライキがあったばか
りです！約４日間続きました。ロンドンの街中を走って
いる地下鉄は11路線あるのですが、そのうちの９路線が
完全にストップしました。 
　ロンドナーの多くが地下鉄利用者なので、大きな被害
となりました。ストが始まると知らされた日には、銀行
や学校などの公共機関も早くに終了して、スト開始前に
帰宅できるような措置をとっていました。 
　こちらにきて一年、私にとっては初めての出来事でし
たが、ロンドナーは慣れているようにみえました！どう
やら年に１、２回はあるようです！日本でのストライキ
とはちょっと違うように思われます。 
　それではみなさん、また次回。 

ゆう兄ちゃん、あや姉ちゃんい
っぱい遊んでね。仲良くしてね。 

隆憲さん・美紀さん（西原台） 

Hello everyone, 
I have had a great first month in 
Nishihara.  I have met many of you 
and you have all been very kind and 
helpful.  Thank you for making my 
first month so enjoyable.   
I have been busy doing my best to 
teach English in all three schools and 
Eikaiwa.  All the students are very 
good and study very hard.I will 
continue to do my best at teaching and I am excited to see 
students progress, even within just one month.   
I have also enjoyed many barbeques and festivals.Thank you 
to all of you for your hard work in preparing for the festivals 
and doing a great job!  Let's have a great next month！  
Until next time, Cheers!　　　　　　　　　　　　  Jay Penner

ジェイソン  
　　スコット ぺナー 

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂 



13 広報西原10月号 

いのちの教育 
教育委員会 279-4424

外国人の人権 外国人の人権 外国人の人権 

～ 私の思い ～ 
　第23回「少年の主張」熊本県大会で、最優秀賞を受賞した南小国中学
校のブードロウ美香さん。彼女は、アメリカ人のお父さんと、日本人の
お母さんの間に生まれた…ということで、小さなときから、人権につい
て様々な疑問を持ち続けてきました。その主張をご紹介しましょう。 

人権啓発資料「スマイルハーモニー」より 

コッコロ 

熊本県人権センター　 
　　　096－384－5822 
くまもと国際相談コーナー 
　　　096－385－4488

　もしもあの時、人権のことを

勉強していなかったら今の私は

なかったでしょう。本当にあの時、

人権について、人間が人間とし

て当然もっている権利について

勉強していてよかったと思って

います。 

　私はアメリカ人のお父さんと

日本人のお母さんの間に生まれ

ました。幼稚園生の時、アメリ

カ人と日本人の子どもというこ

とで『ハーフ』つまり、英語の

意味で半分と呼ばれたりしました。 

　まだ幼かった私は母に、「お母

さん、私って半分なの？」と、

きいたそうです。半分。その言

葉を聞いた時、私はみんなより、

何かたりないのかなぁと思いま

した。 

　しかし、母は、「アメリカ人と

日本人の血で、ダブルなのにね。」

と、悲しい顔をして、しっかり

抱きしめてくれたことを覚えて

います。 

　小学生になって、今度は「外

人」、外の人と呼ばれるようにな

りました。その時私は、とても

傷つきました。お父さんがアメ

リカ人ということだけで、どう

して外の人になるのかと…。 

　私は、みんなと何が違うんだ

ろう。みんなと同じ学校に行って、

同じ言葉を話して、同じ様に生

きているのに…。みんな同じ人

間なのに…。その事は話し合い

でなくなりましたが、私の心の

傷はなくなりませんでした。 

　しかし、人はどうして、自分

と合わないものを受け入れよう

としないのでしょうか。どうして、

心ない言葉をかけるのでしょうか。 

　いろいろな事があり、私は 5

年生になりました。その時の担

任だった先生は、人権について

とてもよく考えてくれました。

先生に人権のことを習い、どん

なことがあっても「人間みな平等」

と教えてもらいました。その言

葉は苦しかった私の胸に響きま

した。あの時の先生の言葉、そ

の日の授業は忘れられません。 

　先生のおかげで、私の中で少

しずつ、何かが変わっていった

様な気がします。前向きな私と

きつい事から逃げない自分。そ

して、強い心を持てるようにな

ったこと。本当に、先生には感

謝しています。 

　しかし、先生だけではありま

せん。私のことを一番よく分か

ってくれた、私の親友。苦しか

ったり、悲しかった時、真剣に

考えてくれたし、私を励まして

もくれました。 

　私の身の周りで沢山の事がおき、

私は沢山学ぶことができました。

しかし、私にはまだわからない

事が一つあります。それは、差

別されている人の事を真剣に考

えてあげられないかということ。 

　私は何回か、差別をなくそう

とする運動に参加したことがあ

ります。チラシを配ったりもし

ました。 

　しかし、そんな私たちの行動

を見て笑っている人がいました。

私はとても腹が立ちました。私

たちは、心から差別をなくした

いと願っているのに、なぜ人に

笑われなくてはいけないのかと。 

　私は、そんな人たちがいなく

ならない限り、差別はなくなら

ないと思います。人権について、

もっとよくわかってもらうには、

どうしたらよいのでしょうか。

今の私にはわかりませんが、こ

れからも起こる沢山の出来事の

中でわかっていけると思います。

そして、絶対に差別をなくして

みせます。 

　最後に、声を大にして、皆さ

んに私の気持ちを伝えようと思

います。部落に生まれていても、

障害をもっていても、違う国の

人でも、みんな人は人なのだか

ら…。 

 

　みなさんは、美香さんのこの

主張、どのように感じ、どのよ

うに受け止めますか。 



nformationI

14

第
５
回「
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」開
催 

の
お
知
ら
せ 

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

（
就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
）実
施
中
！ 

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
し
ご

と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職

希
望
者
等
の
た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
共
に
、
職

歴
や
興
味
・
関
心
な
ど
を
整
理
し
、
自

分
に
あ
っ
た
職
業
選
択
や
、
自
己
Ｐ
Ｒ

方
法
の
習
得
、
効
果
的
な
就
職
活
動
の

進
め
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ご
利
用

は
無
料
で
す
。 

場
所
と
日
程 

　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
テ

ト
リ
ア
く
ま
も
と
９
階
） 

　
毎
月
７
回
程
度
（
土
日
を
含
む
。
実

施
す
る
時
間
帯
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
予
約
時
に
ご
確
認
下
さ
い
。） 

相
談
内
容 

①
自
分
が
ど
ん
な
職
業
に
向
い
て
い
る

か
考
え
た
い
②
自
分
を
売
り
込
む
面
接

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
た
い
③
履
歴
書
等

の
書
き
方
が
知
り
た
い
④
就
職
活
動
が

う
ま
く
い
か
な
い
原
因
を
考
え
た
い
…

な
ど 

利
用
方
法
　
原
則
と
し
て
予
約
制
。
ま

ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４ 

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
の 

お
知
ら
せ 

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
月
10

月
を
「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と

し
て
、
行
政
書
士
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
、
次
の
と

お
り
街
頭
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

日
時
　
10
月
９
日
（
火
）・
10
日
（
水
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
階
観
音

の
泉
前
広
場 

相
談
内
容 

・
各
種
許
認
可
、
登
録
に
関
す
る
こ
と 

・
会
社
、
医
療
法
人
、
協
同
組
合
な
ど

の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と 

・
遺
言
、
相
続
に
関
す
る
こ
と 

・
経
理
記
帳
、
内
容
証
明
書
、
契
約
書

の
作
成
に
関
す
る
こ
と 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
行
政
書
士
会 

０
９
６
‐
３
８
５
‐
７
３
０
０ 

平
成
19
年
度
無
料
調
停
相
談
事
業 

の
お
知
ら
せ 

無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

　
「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
、

熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校
第
５
回
「
す

ぎ
の
こ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
10
月
28
日
（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
30
分
か
ら 

場
所
　
熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校
運
動

場
（
雨
天
時
：
体
育
館
） 

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
！
楽
し
い
手
作
り
ゲ
ー
ム
や
木
工
、

陶
芸
、
花
苗
な
ど
の
作
業
製
品
の
販
売

も
あ
り
ま
す
。
小
国
郷
の
交
流
校
の
友

達
や
地
域
の
皆
様
の
華
や
か
な
ス
テ
ー

ジ
発
表
も
見
所
で
す
。
カ
レ
ー
や
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
食
バ
ザ
ー
も
多
数

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
立
小
国
養
護
学
校 

　
０
９
６
７
‐
４
６
‐
４
３
７
０ 

　
裁
判
所
で
は
、
毎
年
10
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
を
法
の
日
週
間
と
し
、
検
察
庁
、

法
務
局
や
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
国

民
の
皆
さ
ん
に
法
の
役
割
や
重
要
性
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
、
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。 

無
料
法
律
相
談
会 

日
時
　
10
月
15
日
（
月
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
会
議
室 

相
談
員
　
裁
判
所
及
び
法
務
局
の
職
員

並
び
に
弁
護
士 

相
談
内
容 

　
裁
判
所
職
員
に
よ
る
各
種
申
立
手
続

相
談
等
、
法
務
局
職
員
に
よ
る
登
記
・

人
権
問
題
相
談
等
、
弁
護
士
に
よ
る
一

般
法
律
相
談
等 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
地
方
裁
判
所
総
務
課 

０
９
６
‐
３
２
５
‐
２
１
２
１ 

　
日
本
調
停
協
会
連
合
会
で
は
、
例
年

最
高
裁
判
所
の
後
援
に
よ
り
、
無
料
調

停
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

年
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
10
月
29
日
（
月
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
会
議
室 

相
談
担
当
者
　
民
事
・
家
事
調
停
委
員 

相
談
内
容
　
一
般
法
律
問
題
・
家
庭
問
題
・

そ
の
他 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
調
停
協
会
連
合
会 

　
０
９
６
‐
３
５
５
‐
６
１
２
１ 
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外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
事
業
主 

の
み
な
さ
ま
へ
！ 

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル

が
新
し
く
な
り
ま
す
。（
平
成
19
年
10
月

１
日
か
ら
） 

　
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
・
雇

用
管
理
の
改
善
等
を
推
進
す
る
た
め
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
、
事
業
主
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
き
た
「
外
国
人
雇
用

状
況
報
告
制
度
」
の
改
正
が
行
わ
れ
、

任
意
の
報
告
で
あ
っ
た
も
の
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。 

　
．
外
国
人
労
働
者
（
特
別
永
住
者
を

除
く
）
を
雇
用
す
る
場
合
、
そ
の
氏
名
、

在
留
資
格
等
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。 

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
場
合 

　
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
又

は
喪
失
届
の
備
考
欄
に
、
国
籍
、
在
留

資
格
、
在
留
期
限
等
を
記
載
の
上
、
双

方
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

②
雇
用
保
険
被
保
険
者
で
な
い
場
合 

　
所
定
の
届
出
様
式
に
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
国
籍
、
在
留
資
格
、
在
留
期
限

等
を
記
載
の
上
、
雇
入
れ
又
は
離
職
の

日
の
翌
月
末
日
ま
で
に
届
出
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

③
平
成
19
年
10
月
１
日
時
点
で
現
に
雇

入
れ
て
い
る
場
合 

　
所
定
の
届
出
様
式
に
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
国
籍
、
在
留
資
格
、
在
留
期
限

等
を
記
載
の
上
、
平
成
20
年
10
月
１
日

ま
で
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

　
．
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改

善
等
が
事
業
主
の
皆
様
の
努
力
義
務
に

な
り
ま
し
た
。 

「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善

等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す

る
た
め
の
指
針
」
策
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
、 

①
外
国
人
労
働
者
の
募
集
採
用
の
適
正

化 

②
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保 

③
安
全
衛
生
の
確
保
、
雇
用
保
険
、
労

災
保
険
、
健
康
保
険
、
及
び
厚
生
年

金
保
険
の
適
用 

な
ど
、
事
業
主
の
皆
様
が
講
ず
べ
き
必

要
な
措
置
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
新
し
い
ル
ー
ル
や
そ
の
他
、
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・

ご
相
談
等
は
、
熊
本
労
働
局
職
業
対
策

課
又
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】  

　
熊
本
労
働
局
職
業
対
策
課 

０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
４ 

　
熊
本
公
共
職
業
安
定
所
上
益
城
出
張
所 

０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７ 

く
ま
も
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
応
援
団 

と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
等
の
募
集 

｢

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
」参
加
者
募
集 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信
講
座 

受
講
者
募
集
中 

　
県
で
は
、
子
ど
も
や
若
者
の
勤
労
観
・

職
業
観
を
は
ぐ
く
む
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
職
場
見
学
や
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
職
場
講
話
な
ど
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
無
償
で
協
力
に
応
じ
る
事
業

所
・
団
体
、
公
的
機
関
な
ど
を
対
象
に

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
応
援
団
」
を
募
集
し

ま
す
。
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
応
援
団
」

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
統
一
し

て
使
用
す
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
労
働
雇
用
総
室 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
３
８ 

　
熊
本
県
で
は
、
管
理
す
る
道
路
で
清

掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

る
方
々
に
つ
い
て
、
個
人
や
団
体
を
問

わ
ず
「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
支
援
内
容
は
、
ご
み
袋
や
軍
手
な
ど

の
消
耗
品
の
支
給
や
、
ほ
う
き
や
ち
り

と
り
な
ど
の
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
、

活
動
内
容
を
広
く
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る

看
板
の
設
置
や
、
活
動
中
の
事
故
の
た

め
の
傷
害
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。 

　
申
込
方
法
は
、
申
込
書
類
に
必
要
な

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
活
動
場
所

を
あ
ら
わ
す
地
図
な
ど
を
添
え
て
、
最

寄
り
の
地
域
振
興
局
（
熊
本
市
は
熊
本

土
木
事
務
所
）
に
提
出
下
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
道
路
保
全
課 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５ 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
趣
味
か
ら
資
格

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
通
信
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
丁
寧
な
添
削
で
、

初
め
て
の
方
で
も
安
心
で
す
。 

講
座
　
俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
水
彩
画
、

絵
手
紙
、
介
護
事
務
、
簿
記
な
ど
全
２

０
０
コ
ー
ス
以
上 

受
講
期
間
　
３
ヶ
月
〜
１
年 

受
講
申
込
　
年
中
受
付 

【
資
料
請
求
・
問
合
せ
先
】 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１ 
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Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
設
計
科
委
託
訓
練 

12
月
生
募
集 

　（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
設
計
科
」

委
託
訓
練
12
月
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
離
職
さ
れ
て
い
る
方
々

の
た
め
に
再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う

専
門
学
校
等
に
職
業
訓
練
を
委
託
し
、

こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
る
よ

う
応
援
す
る
訓
練
で
す
。 

申
込
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

申
込
み
を
し
た
離
職
者
の
方 

訓
練
会
場
　
ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
式
会
社
（
益
城
町
） 

訓
練
期
間
　
12
月
５
日
（
水
）
〜
平
成

20
年
２
月
29
日
（
金
） 

経
費
　
入
学
金
、
受
講
料
は
無
料
。
教

科
書
代
な
ど
の
諸
経
費
約
１
万
２
千
円

程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
。 

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
で
職
業
相
談
の
上
、
訓
練
受
講
の
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。 

応
募
期
間
　
10
月
23
日
（
火
）〜
11
月

５
日
（
月
） 

【
問
合
せ
先
】 

（
独
）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ

ン
タ
ー 

委
託
訓
練
係 

０
９
６
‐
２
４
２
‐
０
３
９
４ 

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期
限
は 

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 
第
９
回
消
防
大
会
の
お
知
ら
せ 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度 

　
こ
の
大
会
は
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
日
頃
の
訓
練
お
よ
び
、
火
災
に
対
す

る
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
管
内
各
事
業
所
に
お
け
る
自
衛
消
防

隊
の
訓
練
成
果
を
競
う
屋
内
消
火
栓
繰

法
や
救
急
法
の
体
験
、
消
防
隊
員
に
よ

る
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

・
屋
内
消
火
栓
繰
法
競
技
大
会 

・
危
険
物
安
全
協
会
及
び
住
民
に
よ
る

消
化
訓
練 

・
消
防
署
員
、
防
災
消
防
航
空
隊
（
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
に
よ
る
レ
ス
キ

ュ
ー
合
同
訓
練 

・
防
火
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
・
硬
筆
展
優

秀
作
品
展
示 

・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
（
昼
食
の
提
供
） 

・
保
育
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・
救
急
法
の
展
示
・
指
導 

・
住
宅
防
火
対
策
機
器
の
展
示
等 

日
時
　
10
月
27
日
（
土
） 

　
　
　
午
前
９
時
40
分
　
開
会 

場
所
　
高
遊
原
南
消
防
本
部 

【
問
合
せ
先
】 

　
高
遊
原
南
消
防
本
部
予
防
課 

０
９
６
‐
２
８
６
‐
２
１
１
９ 

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
18
年
の

事
故
発
生
件
数
は
約
88
万
件
、
死
傷
者

数
は
８
年
連
続
で
１
０
０
万
人
を
超
え

る
な
ど
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で

あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に

と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
。 

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご

と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

基
本
的
に
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責

任
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る

制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、
保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十

分
に
理
解
、
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局 

０
９
６
‐
３
６
９
‐
３
１
５
５ 

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。 

　
事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。 

加
入
対
象
事
業
主
…
建
設
業
を
営
む
方 

対
象
と
な
る
労
働
者
…
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人 

特
長 

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。 

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。 

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。 

　
Ｈ
Ｐ
に
退
職
金
の
試
算
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
請
求
等
、
建
退
共
制
度
の
知
り

た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

h
ttp
://w
w
w
.ken

taikyo
.taisyo

ku
k

in
.go
.jp
/ 

【
問
合
せ
先
】 

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

熊

本
支
部 

０
９
６
‐
３
６
６
‐
５
１
１
１ 
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想定された危機管理 

「想定した後の対策が大事だ」 

役場各課・係 
直通ダイヤル 
役場各課・係 
直通ダイヤル 

※土日、祝祭日は 

　　　　　　　へお願いします。 279-3111

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー 

Ｄ
Ｖ
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

派
遣
の
お
知
ら
せ 

〈総務課〉 
総務・財政係（代表） 
企画振興・情報政策係 

〈教育委員会〉 

〈議会事務局〉 

〈収入役室〉 

〈税務課〉 
税務係 
国民保険係 

〈産業課〉 
経済係（農業委員会） 
土木建築係 
地籍調査係 

〈住民課〉 
住民・環境衛生係 
健康福祉係 

〈にしはら保育園〉 

 
279-3111 
279-3112 

279-4424 

279-4364 

279-4394 

 
279-4395 
279-4389 

 
279-4396 
279-3114 
279-4417 

 
279-3113 
279-4397 

279-2054

　
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
い
て
相
談

に
応
じ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
男
女
間
の
暴
力
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
是
非
こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。 

　
予
約
に
よ
る
来
所
相
談
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご

予
約
く
だ
さ
い
。 

相
談
内
容
　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
に

関
す
る
相
談 

日
時
　
10
月
29
日
（
月
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
所
　
阿
蘇
地
域
振
興
局
中
会
議
室 

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
県
阿
蘇
福
祉
事
務
所 

０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
３ 

　
県
で
は
、
事
業
所
や
各
種
団
体
が
行

う
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
等

に
、
参
加
者
の
意
識
啓
発
と
事
業
所
や

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
進
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
講
師
）
を
派
遣
し
ま
す
。
講
師

へ
の
謝
金
と
旅
費
は
県
が
負
担
し
ま
す
。

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、

セ
ク
ハ
ラ
防
止
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
の

暴
力
）
防
止
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
等

が
対
象
で
す
。
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
男
女
共
同
参
画
で
男
女
が
共
に
暮
ら

し
や
す
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。 

【
問
合
せ
先
】  

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
推
進
課
　 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７ 

　
11
月
１
日
か
ら
熊
本
県
内
税
務
署
の

代
表
電
話
が
自
動
音
声
案
内
に
代
わ
り

ま
す
。
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け

い
た
だ
い
た
電
話
は
、
自
動
音
声
で
ご

案
内
し
ま
す
。 

　
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
国
税
に
関
す

る
一
般
的
な
ご
質
問
や
ご
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
番
号
「
１
」
を
押
す
か

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、「
熊

本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お

つ
な
ぎ
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
個
別
の
お
問
い
合
わ
せ
や
納

付
相
談
な
ど
税
務
署
に
ご
用
の
方
は
、

番
号
「
２
」
を
押
す
か
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、「
税
務
署
」
に
お
つ

な
ぎ
し
ま
す
。 

　
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
阿
蘇
税
務
署 

０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１ 

　
熊
本
刑
務
所
で
は
毎
年
、「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
矯

正
施
設
の
実
情
や
役
割
に
つ
い
て
、
社

会
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る

た
め
、
熊
本
矯
正
展
を
開
催
し
、
作
業

状
況
及
び
教
育
活
動
等
の
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。 

日
時
　
11
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
／
11
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時 

場
所
　
熊
本
刑
務
所
（
熊
本
市
渡
鹿
） 

内
容 

①
施
設
見
学 

②
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
の
展
示 

③
仮
設
舎
房
の
展
示 

④
受
刑
者
の
衣
類
、
日
用
品
の
展
示 

⑤
人
吉
農
芸
学
院
生
徒
の
作
品
等
の
展

示 

⑥
性
格
診
断 

⑦
刑
務
所
作
業
製
品
の
販
売 

　
そ
の
他
、
バ
ザ
ー
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
も
催
さ
れ
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

　
熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門 

０
９
６
‐
３
６
２
‐
３
５
１
３ 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
熊
本
矯
正
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す 
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西原村社会福祉協議会 

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

279-4141 
279-4140相談専用 
279-4388FAX

236号 ふれあいネットワーク ふれあいネットワーク 

順　位 
1 
2 
3 
4 
5

支会・分会名 
西原村分会 
錦町分会 
玉東町分会 
津奈木町分会 
水俣市支会 

一世帯当たり金額（円） 
1,766円 
1,417円 
1,172円 
1,069円 
1,011円 

今年も“赤い羽根共同募金運動” 
　　　　　　　　　　　が始まりました!!
今年も“赤い羽根共同募金運動” 
　　　　　　　　　　　が始まりました!!
今年も“赤い羽根共同募金運動” 
　　　　　　　　　　　が始まりました!!
今年も“赤い羽根共同募金運動” 
　　　　　　　　　　　が始まりました!!
皆様の温かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 皆様の温かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

平成19年度 西原村の目標額 3,308,000円 平成19年度 西原村の目標額 3,308,000円 

平成18年度 募金実績額 

一世帯平均1,000円以上達成（熊本県） 

3,472,864円 

平成19年度 西原村社会福祉協議会へ 

配分金 
（前年度実績の91.1％） 

3,164,864円 

募金の種類 
・老人会募金 
・法人募金 
・職域募金 
・戸別募金 

・大口募金 
・学校募金 
・街頭募金 

共同募金配分金の使途については、毎月の“福祉だより”に掲載しております活動等に使用していますが、
詳細は11月各世帯に配布予定のちらしをご覧いただき、皆さんのご意見・ご要望を気軽にお聞かせ下さい。 
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香典返し 

一般寄附 

　次の方 よ々り故人のご供養のため社会福祉協議会
に多額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈
りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。 

　社会福祉協議会では、老人福祉週間に因み在宅
で生活されている90歳以上の方を訪問しました。
本年度90歳以上の方は106名です。 
【在宅生活71名・入院及び施設利用35名】 

　本年90歳にな
られた方が24名
で4名の方が先月
号で記載漏れがあ
り、お詫びしご報
告いたします。 

平成19年度金婚式を迎えられた15組の方より
150,000円のご寄付をいただきました。 

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣
意に添うべく、社会福祉のために有効に使用させて
いただきます。ありがとうございました。 
〔敬称略させていただき、掲載については承諾を得ています〕 

　山登りが楽しみで、最近
は広い道を登るようにして
います。仲間が居られない
ので寂しいですと背筋も伸
びスタイルも抜群です。 

集落名 
土　林 
下小森 
古　閑 
布　田 
風　当 
門　出 
万　徳 

故人氏名 
廣瀬ハツヨ 
原田キサ子 
日置チヨノ 
小栗　一利 
奥野　　毅 
　住　壽ト 
源　サダヲ 

遺族氏名 
松下　弘幸 
中西　澄子 
日置　清忠 
小栗ミツ子 
奥野　静喜 
　住　義信 
源　　秀光 

集落名 
古　閑 
小　園 
上鳥子 
上鳥子 
下小森 
下小森 
宮　山 
宮　山 
田　中 
門　出 
門　出 
星　田 
滝 
猿　帰 
灰　床 

氏　　名 
久保田嘉滿　マチ子 
松永　幸男　ハル子 
日置　正利　津榮子 
日置　爲成　紀　子 
塚元　光利　ツイ子 
松岡　誠一　トシ子 
野口　利勝　ヨシ子 
岡本　修一　トシ子 
森上　誠士　美和子 
吉住　義信　アヤ子 
中村　　透　　眸　 
東　　留雄　ヒサ子 
緒方　國秋　ハルミ 
松本　　進　シヅメ 
秋吉　英輔　三四子 

集落名 

 

 

布　田 

氏　名 

匿　名 

匿　名 

小栗ミツ子 

金　　額 

10,000円 

4,400円 

200,000円  

お 礼 

阿蘇ブロック社会福祉協議会 
災害時相互応援協定調印式 

90歳以上の方々を訪問 90歳以上の方々を訪問 90歳以上の方々を訪問 90歳以上の方々を訪問 永田定一さん（90歳） 

　ぜんまい畑の草取りに行
きますと出かけられる前で
したが、まだ現役で頑張っ
ておられます。 

瓜山愛子さん（90歳） 
氏　名 集落 年齢 

中村チカエ  

岡本シヅヨ  

堀田ノブ子  

永 田 定 一  

古 閑  

高 遊  

土 林  

日 向  

90 

90 

90 

90

　８月27日（水）、南阿蘇村のアソシエートにおいて「阿
蘇ブロック社会福祉協議会災害時相互応援協定書調印式」
が行われました。この協定によりブロック内での災害
発生時に、被災地への社協職員派遣や必要な資材等の
提供などがこれまでよりも迅速かつ円滑に行われるこ
とになります。調
印式では、阿蘇管
内の社協会長によ
る署名押印が行われ、
「災害に強い地域
づくり」に向けて
力強い連携が約束
されました。 

　９月13日（木）村民グラウンドにおいて、303名の参
加者で福祉球技大会が開催されました。爽やかな秋晴
れの中、楽しいひと時になりました。 

敬称略 



　9月13日に開催され
た老人球技大会のペタ
ンク競技にお邪魔しま
した。「あいたひらけた」
「まちっとまちっと」
会場には元気な掛け声
が飛びかっていました。 

表
紙
説
明 

平成19年 

No.450

10
み

ど
りのほご　100％

再
生

紙

この印刷物は再生紙 
を利用しています。 

　夏野菜のきゅうりと秋にかけておいし
い梨の意外な組み合わせです。梨はタン
パク質分解酵素を含むので、肉や魚と一
緒に食べると消化を促進し、便秘を改善
します。また、すりおろした梨に肉をつ
けておくと軟らかくなります。きゅうり
はナス、大根に次いで免疫強化野菜とさ
れ、がん予防が期待できます。 

｢
鳥
子
の
縄
文
土
器｣ 

にしはら保育園　9月4日給食 

梨ときゅうりのごま酢和え 

スポットライト スポットライト 

pot
Light
pot
Light
pot
Light

梨 １個／きゅうり 1/2本／砂

糖 小さじ１／酢 大さじ1/2／

薄口しょうゆ 大さじ1/2／いり

ごま 適量 

材
料 

（
大
人
４
人
分
） 

栄
養
価 

（
大
人
１
人
分
） 

エネルギー 

カリウム 

食物繊維  

36kcal 

134mg 

0.9 ｇ 

①梨は太めの千切りにし、塩水につけたあと水気をきる。 
②きゅうりは斜め半月切りにし、さっとゆでて水気をきってし
ぼる。 
③ごまは一度から炒りし、すり鉢でする。 
④①～③と残りの材料を混ぜ合わせてできあがり。 

つ
く
り
方 

【
発
行
】　西
原
村
【
編
集
】　役
場
総
務
課 

【
印
刷
】　（
株
）
キ
ャ
ッ
プ 

〒
８
６
１
ー

２
４
９
２
　
熊
本
県
阿
蘇
郡
西
原
村
大
字
小
森
３
２
５
９ 

　
０
９
６
ー

２
７
９
ー

３
１
１
１
／
　
０
９
６
ー

２
７
９
ー

３
５
０
６ 

h
ttp
://w

w
w
.vill.n

ish
ih
a
ra
.k
u
m
a
m
o
to
.jp
/

※
携
帯
電
話
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
右
記
の
ア
ド
レ
ス
の
後

にi-m
o
d
e

の
場
合「i/

」、e
z-w
e
b

の
場
合「e

/

」、

Yaho
o
!

ケ
ー
タ
イ
の
場
合「j/

」で
す
。 

一
の
峯
・
二
の
峯 

見
渡
せ
ば
は
る
か
雲
仙
・
島
原
ま
で
展
望 

　
ま
る
で
ラ
ク
ダ
の
背
の
こ
ぶ
の
よ
う
な

形
が
特
徴
的
な
「
一
の
峯
」。
標
高
は
８
５

７
・
９
ｍ
あ
り
、
天
気
の
良
い
日
に
は
山

頂
か
ら
、
村
内
は
も
と
よ
り
熊
本
市
や
雲

仙
・
島
原
ま
で
一
望
で
き
ま
す
。 

　
頂
上
に
は
石
碑
が
立
ち
、
風
の
難
を
除

く
風
鎮
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
も
の
な
の

か
、「
國
之
御
柱
命
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
辺
り
一
帯
の
足
元
に
目
を
や

る
と
、「
オ
ミ
ナ
エ
シ
」
や
「
マ
ツ
ム
シ
ソ

ウ
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
山
野

草
が
自
生
し
、
季
節
ご
と
に
可
憐
な
姿
を

み
せ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
の
峯
か
ら
尾
根
を
つ
た
っ
た

と
こ
ろ
に
、
こ
ん
も
り
と
し
た
山
頂
が
あ

り
、
地
元
の
人
々
か
ら
は
「
二
の
峯
」
と

呼
ば
れ
、
双
子
の
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
こ
の
一
の
峯
・
二
の
峯
へ

の
登
山
が
人
気
を
呼
ん
で
お
り
、
県
内
外

か
ら
登
山
者
が
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
に
入
る
際
の
モ
ラ
ル
を
大
切
に
し
、
素

晴
ら
し
い
眺
め
と
豊
か
な
自
然
を
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
て
き
い
た
い
も
の
で
す
。 

一の峯（左）とオミナエシ（右） 


